
1995 年 1月 17 日に、阪神・淡路大震災

が発生しました。このとき、ボランティアによ

る炊き出しで「おむすび」がふるまわれ、被災

した多くの人たちが助けられたことから、お米

をはじめとする食料の大切さや、ボランティア

の人びとの善意を忘れないために、「ごはんを

食べよう国民運動推進協議会」※によって

2000年に定められた記念日です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あけましておめでとうございます。早いもので、１年のまとめの３

学期が始まりました。寒い日が続きますが、換気や手洗いをしっかり

行い、感染予防に努めながら給食を味わってください。 

おにぎり（おむすび）は、形や具材など多種多

様で、手軽に食べられることも魅力です。その地

域ならではの、郷土のおにぎりをご紹介します。 

丸く大きく握ったおにぎりに、

岩のりを巻いたもの。 

高菜漬けで、大きなおにぎりを

くるんだもの。 

※「ごはんを食べよう国民運動推進協議会」は 2018 年 8 月に解散し、

その理念は公益社団法人米穀安定供給確保支援機構へと引き継がれて

います。 

おにぎりに、しょうがみそや甘みそ

などをぬって焼いたもの。 

日本の学校給食の始まりは、明治 22 年までさかのぼります。山形県鶴岡町（現在の鶴岡市）にあ

る大督寺というお寺に開校された私立忠愛小学校で、貧しくてお弁当を持ってこられない子どもたち

のために、食事を提供したのが始まりとされています。その後、全国各地へと学校給食が広がってい

きましたが、戦争の影響で中断されてしまいました。戦争が終わり、子どもたちの栄養状態を改善す

るために、アメリカの LARA（アジア救援公認団体）からの援助物資で学校給食が再開されることに

なりました。そして、昭和 21 年 12 月 24 日に給食用物資の贈呈式が行われ、この日を「学校給食

感謝の日」とすることが定められました。冬休みと重ならない１月 24 日～30 日の１週間を「全国

学校給食週間」とし、学校給食の意義や役割について理解や関心を高めることなどを目的に、毎年、

全国でさまざまな行事が行われます。 

 ご飯を中心とした和食の献立を基本に、郷土料理や行事食を提供しています。また、世界の多様な食文化への理解

を深めることを目的とし、さまざまな国の料理も取り入れています。そして、食事の提供だけではなく、栄養バラン

スや地域の食文化、食べ物への感謝の気持ちなど、さまざまなことを学ぶための「生きた教材」として活用するな

ど、「食育」の役割も担っています。 

LARA 物資の脱脂粉乳や

缶詰を使って、給食が作ら

れました。ミルクは、牛乳

から脂肪分を取り除いて乾

燥させた「脱脂粉乳」をお

湯で溶いたもので、独特な

風味で苦手な子どもが多か

ったようです。 

パン以外の主食として、

昭和 38 年ごろからソフ

トめん（ソフトスパゲッ

ティ式めん）が導入され

ました。牛乳は、昭和 33 

年から一部地域で供給さ

れ、昭和 39 年に本格的

な供給が始まりました。 

アメリカから寄贈された

小麦粉を使い、パン・ミ

ルク・おかずの「完全給

食」が始まりました。お

かずには、当時は安価だ

ったクジラ肉やちくわが

よく使われていました。 

昭和 51 年に米飯（ご

飯）が正式に導入されま

した。当時は、ご飯を炊

く設備がない所が多く、

おかずを作る釡で、ご飯

とおかずの両方を調理す

るため、回数は多くあり

ませんでした。 
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